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1 ～ 3 月の行事予定
フレイル対策（低栄養防止等）
事業担当者スキルアップ研修会	 １月21日（木）午前　ぴゅあ総合中研修室
特定保健指導スキルアップ研修会	 １月21日（木）午後　ぴゅあ総合中研修室
生涯教育研修会	 ２月 ６日（土）　　　 山梨学院短期大学21号館
自立支援型地域ケア個別会議
　　　　　　　　　従事者研修会	 ２月13日（土）午後　会場未定
栄養学術研究会	 ２月28日（日）　　　ぴゅあ総合大研修室
給食施設業務関係者等（管理栄養士・栄養士）研修会	３月 5日（金）〜３月22日（月）
	 	 　　　　　　　　　ホームページよりオンデマンド配信

目　　　　　　　　次

新年のご挨拶

会長　田草川憲男…………………………………………２

表紙写真メニューレシピ…………………………………２

厚生労働大臣表彰受賞おめでとうございます…………３

日本栄養士会長表彰受賞おめでとうございます………４

これからの研修会の予定…………………………………４

栄養学術研究会発表要旨…………………………………５

各種委員会からの活動報告………………………………８

職域事業部のコーナー……………………………………10

「会員の声」………………………………………………14

栄養学術研究会等に発表する時間も内容も無いという方へ……16

新年を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます……17

賛助会員さま広告…………………………………………20

お知らせ　栄養士会ホームページを活用しよう………27

事務局からのご案内………………………………………28

栄養やまなし 栄養やまなし №112栄養やまなし
公益社団法人山梨県栄養士会〒４００-０８０５甲府市酒折一丁目１－１１　☎055-222-8593 令和３年1月

勤労者支援事業部：自衛隊駐屯地の名物献立「風林火山」
勤労者支援事業部：自衛隊駐屯地の名物献立

　隊員に一番人気の油淋鶏をメインに風林火山をイメージしたメニューの盛り合わせです。
　「風」を春雨サラダ、「林」をボイルアスパラ、「火」を油淋鶏、「山」を生野菜で表しています。
　体験喫食の部外者の方からも、タレが美味しいと評判の良いメニューです。

山梨県栄養士会
ホームページQRコード
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　　　　　　　　年頭にあたって
大切な特定給食施設の栄養管理
～管理栄養士・栄養士の能力の発揮するところ～

公益社団法人 山梨県栄養士会会長　田草川　憲男
　健康増進法第 21条には、「特定給食施設の設置者は、・・厚生労働省令で定める基準に従って、適切な栄養管理を行わなければ
ならない」と記載されています。
　厚生労働省令で定める基準とは、健康増進法施行規則第９条の「栄養管理の基準」にありますが、令和２年３月 31日付 健健
発 0331 第２号 厚生労働省健康局健康課長通知の「特定給食施設における栄養管理に関する指導・支援等について」の別添２「特
定給食施設が行う栄養管理に係る留意事項について」では次のように記載されています。

第２　特定給食施設が行う栄養管理について
１　身体の状況、栄養状態等の把握、食事の提供、品質管理及び評価について　
　（１）　利用者の性、年齢、身体の状況、食事の摂取状況、生活状況等を定期的に把握すること。
　　　　なお、食事の摂取状況については、可能な限り、給食以外の食事の状況についても把握するよう努めること。
　（２）　（１）で把握した状況に基づき給与栄養量の目標を設定し、食事の提供に関する計画を作成すること。
　　　　�なお、利用者間で必要な栄養量に差が大きい場合には、複数献立の提供や量の調整を行う等、各利用者に対して適切な

選択肢が提供できるよう、工夫すること。複数献立とする場合には、各献立に対して給与栄養量の目標を設定すること。
　（３）　（２）で作成した計画に基づき、食材料の調達、調理及び提供を行うこと。
　（４）　�（３）で提供した食事の摂取状況を定期的に把握するとともに、身体状況の変化を把握するなどし、これらの総合的な評

価を行い、その結果に基づき、食事計画の改善を図ること。
　（５）　�なお、提供エネルギー量の評価には、個々人の体重、体格の変化並びに肥満及びやせに該当する者の割合の変化を参考

とすること。
２　提供する食事（給食）の献立について
　（１）　�給食の献立は、利用者の身体状況、日常の食事の摂取量に占める給食の割合、嗜好飲料等に配慮するとともに、料理の

組み合わせや食品の組み合わせにも配慮して作成するよう努めること。
　（２）　�複数献立や選択食（カフェテリア方式）のように、利用者の自主性により料理の選択が行われる場合には、モデル的な

料理の組み合わせを提示するよう努めること。
３　栄養に関する情報の提供について
　（１）　�利用者に対し献立表の提示や熱量、たんぱく質、脂質、食塩等の主要栄養成分の表示を行うなど、健康や栄養に関する

情報の提供を行うこと。
　（２）　�給食は利用者が正しい食習慣を身に付け、より健康的な生活を送るために必要な知識を習得する良い機会であるため、

各々の施設の実情に応じ利用者等に対して各種の媒体を活用することなどにより知識の普及に努めることなど。
４書類の整備、５衛生管理についてを省略

　これらが、利用者のためにわれわれ各給食施設の管理栄養士・栄養士が実施すべき、「給食管理・栄養管理」であります。これ
らが未実施の場合、また実施していてもこの方法で良いのかなど不安もあることは、各給食施設では大きな課題であり、特に実
施方法について悩んでいる施設は多数あるのではないかと懸念しています。
　しかし、県内や全国には、効果的に実施している施設もありその情報を得るのが栄養士会の組織力です。会員の皆様の情報を
結集することが課題の解決につながります。。
　今後、このような研修会が実施できれば良いと思っています。皆さんからご意見やご要望をお待ちしています。

厚生労働大臣賞を受賞して
地域活動事業部　秋山めぐみ

　この度は厚生労働大臣賞を賜り、身に余る光栄と強く感じております。推薦いただきました中北保健所、並びに山梨県
栄養士会の皆様には心より感謝申し上げます。そして地域活動事業部の諸先輩方、これまで関わらせて頂いた全ての皆様
に育てていただき今があることに深く感謝申し上げます。
　私は、２年ほどの病院勤務後、結婚を機に家庭へ入りました。１０年のブランクを経て最初に声をかけて頂いたのは保
健所の出張栄養相談でした。ほんの数時間でしたが、資格に恥じない仕事をすることの厳しさに打ちのめされた事を今で
も苦く思い起こします。経験不足を補うため、東京まで病態栄養などの研修に何度も通ったり、興味のある生涯学習や地
栄協大会などに泊まりがけで参加した事も懐かしく思い出します。
　その後は市町村での乳幼児から高齢者までを対象にした栄養事業、特定保健指導や児童館での食育のほか、クリニック
での指導票に基づく面談、事業所や各種団体での栄養講座など、幅広く仕事をさせて頂き今日に至っています。その大半
はその時だけの関わりです。いかに一度の指導で行動変容を促し、つなげる事が出来るか、なにより参加者を笑顔にし、
参加して良かったと感じて頂くかを常に考え、試行錯誤を重ねてきました。
　これからも、一人でも多くの方に「食から健康になっていただく」ために、精進したいと思います。そして、優先すべ
き家庭の事情を持ちながらもこの仕事が好きで日々向き合っている仲間たちや仕事を依頼してくださる皆様に少しでも寄
り添える事が出来たら、それが恩返しになると信じて微力ながら進んでいこうと思います。

厚生労働大臣表彰を受賞して
塩山市民病院　雨宮一二三

　この度は、厚生労働大臣表彰の栄誉を賜り誠にありがとうございます。身に余る受賞に際しましては、ご推薦をいただ
きました峡東保健所関係各位、並びに山梨県栄養士会関係各位の皆様のおかげと心より感謝申し上げます。
　長年病院に勤務してきましたが、今日の私があることは、栄養士の諸先生方や職場の皆様に恵まれ、家族の支えがあっ
たからと思います。
　長年病院の栄養業務に携わってきましたが、栄養管理においては集団から個人へと変わり、メディアからは毎日のよう
に様々な食や健康に関する情報に溢れていますが、そのすべてが正しいとは言い切れず、危うい内容の発信もあり、揺れ
動く情報化社会の波に日々踊らされているように感じます。
　そして、まさにコロナ禍の今、生活様式が大きく変化していく中、大事なことは、世界的な感染症を個人個人が“正し
く怖れ予防する”事です。
　人々の健康の保持、回復のため食を支えることは私たちの使命です。正しい情報を伝えることに努めサポートしていく
必要があると考えています。
　今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

推薦基準
栄養士養成功労者
　現に栄養士、管理栄養士養成施設の設立者（法人にあってはその代表者）、施設長又は教職員であって栄養士、管理栄養士養成のため
特に顕著ウナな功績があったと認めれられる者で当該年４月１日において次の各号のいずれにも該当するもの
⑴　功績に係る従事年数が 10年以上（教職員にあたっては 15年以上）で年齢が 50歳以上であること。
⑵　原則として都道府県知事又はこれに準ずる者の表彰を受けたことがあること。

栄養指導業務功労者
　現在、栄養士の免許を有する者であって、常に第一線に在って実際の栄養指導業務を担当し、栄養士としての活動に特に顕著な功績を
有すると認められる者で当該年４月１日において次の各号のいずれにも該当するもの
⑴　功績に係る従事年数が 20年以上で、年齢が 50歳以上であること。
⑵　�原則として都道府県知事又はこれに準ずる者の表彰を受けたこと
があること。

厚生労働大臣表彰受賞おめでとうございます

表紙写真「油淋鶏」レシピ
材料
　・鶏もも肉１５０g	 	 	 	 ・白葱２５g	 ・むき生にんにく２g
　・下味（料理酒 3ｇ、おろしニンニク 1ｇ	 	 ・根しょうが 2. ５g
	  食塩 0. ５g 、胡椒０. ２g）	 	 	 ・醤油 12ｇ	 ・食酢 11ｇ	 ・砂糖 5.5 ｇ
　・片栗粉１０g・小麦粉２g		 	 	 ・ごま油 2.6g	 ・はちみつ 3. ５g
	 	 	 	 	 	 ・糸唐辛子（飾り用適宜）
作り方
　①鶏肉は厚さを均等にして、下味調味料に一晩漬け込み、小麦粉と片栗粉を混ぜたものをまぶして揚げます。
　②白葱・むき生ニンニク・根しょうがは、みじん切りにして、他の☆材料と混ぜ、2時間程度置いて味を馴染ませます。
　③①の肉をカットして、②のタレをかけ、糸唐辛子を飾ります。
　※�陸上自衛隊では、全国の駐屯地の人気メニューをネット公開しています。ぜひ「駐屯地人気メニュー　防衛省」で検索し
てみて下さい。

☆
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厚生大臣表彰を受賞して
山梨県立北病院　平井美樹夫

　この度は、栄えある厚生大臣表彰をいただき、誠にありがとうございました。これも山梨県栄養士会の諸先輩方や会員
の皆様、またご推薦いただきました行政関係者のおかげと心より感謝申し上げます。
　私は昭和 59年 4月より山梨県職員として吉田保健所に配置となりました。栄養士は一人配置が多い中の二人配置で、
いつもニコニコしている先輩の大石栄養士さんをはじめ、多くの先輩栄養士から県職員栄養士として、たくさんのことを
教えていただきました。一人職場が多い栄養士の中では恵まれた環境だったと思っています。
　新型コロナの流行で、今まで作ったBCP（インフルエンザ等の流行により職員の出勤が半数になった場合を想定しての
病院として給食を含めた事業継続計画）が、想定外で使えなくなりました。大きな給食施設では勤務体系を 2グループに
分け、濃厚接触者が全員とならないようにできますが、小さな所では勤務を分けられず一人出れば全員が濃厚接触者とな
り、栄養科全体が出勤停止となります。つまりその給食施設勤務経験者（委託業者も含む）が０人となった場合を想定し
て作り替えなくてはならなくなりました。そこでは初めてその施設に来た人でも読んで給食業務ができるようなマニュア
ルが必要となります。もちろんコロナだけでなく災害時の連続勤務に交代してくれる支援栄養士が来た場合などにも役立
ちます。現在作成しているマニュアルは抜け落ちもあると思いますが、県栄養士会掲示板等に投稿して、他所でマニュア
ル作成や更新に取り組んでいる栄養士の参考になればと考えています。また掲示板で見かけたら、ここが足りないなどの
御意見を頂けたら、皆様のお知恵でより内容が深まると思います。どこかのドラマのセリフのように「施されたら施し返す。
恩返しです！」と栄養士同士が協力し支えあえるようにできればと考えています。それが今回の表彰をいただいた私の恩
返しです。

これからの研修会等の予定これからの研修会等の予定

2020 年度全国栄養改善大会での表彰式はコロナ対策のため中止となったため、表彰状は郵送にて授与されました

日本栄養士会会長表彰おめでとうございます

中村　和美 なかむら保育園 岡村　貴子 巨摩共立病院
石井紀久子 甲府城南病院 中村いぶき 甲州市立東雲小学校
竹本　奈緒 社会福祉施設白州いずみの家 小林　綾子 山梨県栄養士会
森元　里織 住吉病院 酒井美恵子 峡西病院
柿島穂津美 特別養護老人ホームしもべ荘 齊藤　寛子 市立甲府病院
（顕彰資格：会員歴 25年以上・40歳以上）

令和２年度　山梨県栄養学術研究会（口頭発表）

学校健康教育部会
特別支援学校における食に関する指導の
取り組み「目で見て、触れる砂糖の量」

山梨県立盲学校　羽中田　睦

　特別支援ブロックでは、継続的に食育教材の作成及び研究

を行っている。これまでの研究から、立体的な物や手で触れ

られる物が児童生徒にとって興味を引きやすいことが分かっ

た。今回の食育教材は、ペットボトル飲料及び菓子に含まれ

る砂糖量を視覚や触覚で理解し、児童生徒自身がおやつの

食べ方を考えてもらえるよう促す目的で作成した。発表では

作成した食育教材の指導の取り組み方法とその結果を報告す

る。

公衆衛生事業部
コロナ渦における食育推進活動について

上野原市役所　福祉保健部　子育て保健課　　石川　美鈴

　上野原市では、例年食生活改善推進員会と協働で食育教室

を行っているが、今年度は新型コロナの影響で、例年通りの

人を集めての教室ができない。そこで、コロナ渦でも何か伝

えることはできないか考え、市のケーブルテレビを活用する

ことにした。まず子どもたちを対象にした食育講座として、

「わくわくクッキング講座」を、次に「災害時に役立つパッ

ククッキング講座」を放送した。コロナの終息が見えない現

状の中で、新しい活動のスタイルとして定着していけるので

はと感じている。

研究教育事業部
料理別の食塩摂取源調味料の摂取状況に
ついて－平成26年県民栄養調査より－

山梨学院大学　健康栄養学部　古閑美奈子、藤井まさ子

　食品群の中でもっとも食塩摂取量が多い調味料に注目し，

調味料を使用した料理の摂取状況を明らかにすることを目的

とした。食塩摂取源調味料を使用した料理を摂取する者の割

合は，和え物類 84.5%，汁物類 74.2%，焼き物類 67.0%，

煮物類 67.0%であった。年齢階級と料理別の食塩摂取源調

味料の摂取者割合の関連については，汁物類および和え物類

は，年齢階級が上がるにつれ，摂取する者の割合が有意に

増加した（p<0.001）。揚げ物類および焼き物類は，年齢

階級が上がるにつれ，摂取する者の割合が有意に減少した

（p=0.028，p<0.001）。年齢別に食塩摂取源調味料の摂取

に違いがあることを踏まえて，調味料の使用量を減らす啓発

をすることが重要であることが示唆された。

研究教育事業部
母親の妊娠前のBMIと食育への関心との
関連
田中千恵１）、芦澤稚菜１）、石川　南１）、大下菜々海１）、
小池由伊１）、佐藤妃南１）、櫻林ひかる２）、戸倉茉耶３）、
長田直美３）、樫原伸介３）、瀬端淳一郎３）、○針谷夏代１）

１）山梨学院大学 健康栄養学部
２）山梨学院幼稚園３）山梨学院小学校

　母親の妊娠前BMIと子の出生時体重との関連が知られてい

る。子の生後の発育は養育者の食に対する考え方や行動が影

響すると考えられる。本研究は母親の妊娠前BMIが子への食育

に対する関心および子の生後の発育へ影響を与えるかどうか

を検討した。山梨県内A小学校の第4学年の保護者を対象に同

意を得て母子健康手帳のデータを収集し、食生活に関する自

記式アンケートを実施した。妊娠前痩せの母親の子は1歳6ヶ

月時のカウプ指数が低く、離乳完了期も早い傾向にあった。

3歳時には肥満傾向および痩せ傾向の子の割合が高い傾向に

あった。一方で、家庭内で実施している子への食育は多い傾

向にあった。以上より、妊娠前痩せの母親は子の発育のため

に、子への食育に高い関心を持つようになることが考えられ

る。

勤労者支援事業部
全寮制大学での食事提供における感染症
対策

昭和大学富士吉田校舎　給食係　宮下　友里
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、現在も多くの大

学生がオンラインで授業を受けている。本学も４月の入寮予

定が８月末まで延期され、入寮希望者約５４０名が入寮する

ことになった。寮生活は、授業だけでなく寝食も共にするの

で密を避ける、ソーシャルディスタンスを保つことが非常に

難しくクラスター発生の危険性が極めて高い。そのような中

で食事提供を行うにあたり、今までの提供方法を見直す必要

があったため職員の意識改革の目的も含めマニュアルを作成

し研修会を行った。今年度は感染者を出すことなく約２か月

間の寮生活を送ることができた。来年度に向け改善点や引き

続き採用できる点を話し合いより良い対策をとりたい。

フレイル対策（低栄養防止等）事業
　担当者スキルアップ研修会
　と　き　令和３年１月21日（木）
　　　　　９：00～
　ところ　ぴゅあ総合中研修室

特定保健従事者スキルアップ研修会
　と　き　令和３年１月21日（木）
　　　　　13：00～16：30
　ところ　ぴゅあ総合中研修室
　内　容　演習 保健指導の実際（ロールプレイング）

生涯教育研修会
　と　き　令和３年２月６日（土）
　　　　　10：00～
　ところ　山梨学院短期大学21号館
　と　き　令和３年２月13日（土）
　内　容
　① 地域診断の進め方
　�　�～栄養士が事業や施策に活かせるデータの読み方　
と統計の基礎　その②～

　②� 糖尿病診療ガイドライン2019に基づく糖尿病患者へ
の栄養指導のポイント

自立支援型地域ケア個別会議従事者研修会
　と　き　令和３年２月13日（土）
　ところ　会場未定
　内　容　事例検討会

山梨県栄養士会栄養学術研究会
　と　き　令和３年２月28日（日）
　　　　　12：20～16：30
　ところ　ぴゅあ総合　大研修室
　内　容　
　　口頭発表　各事業部より８題
　　示設発表　各事業部より６題

給食施設業務関係者等（管理栄養士・栄養士）研修会
　と　き　令和３年３月５日（金）～
　　　　　　　　３月22日（月）
　ホームページよりオンデマンド配信
　�受講申し込み方法：同封のチラシを参照してくださ
い。

※�申込等詳細につきましては随時山梨県栄養士会ホー
ムページに掲載いたしますのでご確認ください。
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令和２年度　山梨県栄養学術研究会（口頭発表）

地域活動事業部
令和2年度出前栄養相談事業の報告並びに
アンケート集計と分析結果

地域活動事業部　古屋　宏美　　遠藤　千恵
　毎年、地域活動事業部では出前栄養相談事業として、児童

館において児童または乳幼児とその保護者を対象に食育活動

を実施している。

　コロナ禍のため児童館での開催も六割減となったが、「な

んでも食べる元気な子」をテーマに３市町村13児童館16回を

開催した。

　「みんなで食べよう楽しい朝食」のパンフレット「料理

カード」を活用して、朝食の大切さと何を食べるかを考えて

もらった。糖分の媒体を活用して水分補給について正しく理

解してもらいながら、おやつの大切さと適量を話した。

　担当する部会員には統一した媒体、配布資料を使った内容

での事前研修を行った。

　対象者に実施した朝食に関する調査、教室後の理解度など

のアンケート集計結果を発表する

医療事業部
在宅における管理栄養士の役割について

峡南病院　栄養科　飯島　令子
　当院では在宅訪問栄養食事指導を実施している。介護保険

による訪問栄養食事指導（居宅療養管理指導）では、管理栄

養士がケアプランに位置づけられることで、食生活の具体的

なアドバイスだけでなく、食事や栄養に関する情報を多職種

と共有し、食事の連携の要として機能している。在宅療養

生活の安定を目標とした支援は、本人や家族の思いに寄り添

い、負担にならない栄養支援を続けることで、入院を防ぐ事

にも繋がっている。入院と在宅をシームレスに支援する要と

しても、訪問栄養食事指導が導入される意義は大きい。

福祉事業部
チームケア活性化を果たした会議導入の
事例報告

特別養護老人ホーム　寿荘　渡辺　咲子
　特養は終の棲家であり、老健や病院に比べ限られた職種と

人員で、出来る限り最大限のケアを行っている。しかし、他

職種との情報共有が充分とは言えない状況があった。そこ

で、全職種参加のケア会議を定期的に実施し、情報の交換・

共有を行い、課題に対する評価とモニタリングによりケアの

統一を図った。会議が定着する度に、横のつながりが強まり

ケアの統一に繋がった。実践が成果に結びつかない事もある

が、会議を習慣化させた事で、以前とは異なる結論を導ける

ようになりつつある。今後も全職種一体となったチームケア

を継続し、その方がその人らしく生き抜き、素晴らしい最期

を迎えられるようなケアを提供していきたい。

令和２年度　山梨県栄養学術研究会（示説発表）

学校教育事業部
残食率から考える学校給食の実態と課題

南アルプス市立大明小学校　青柳　里佳
　本給食センターは、約4200食と県内でも最大規模の給食セ
ンターである。12校の配送校へは、4人の栄養教職員で定期的
に給食指導を行っているが、1クラスあたり年間に約5回しか
訪問できず、喫食状況の実態を掴むのが難しい。そこで、毎
日計量している残食量から残食率を求め、その傾向を分析し
た。その結果、洋食よりも和食で、肉よりも魚で残食が多く
なる傾向があることがわかった。この他、残食率から見て取
れる給食の実態や課題を考察した。

研究教育事業部
事前の食事調査結果をふまえた集団栄養指
導の取組

山梨学院短期大学　青木　慎悟
　集団に対する栄養教育では、食の現状や課題点は個々に
よって異なる可能性はあるものの、指導当日に短時間で食習
慣を適切にアセスメントすることが困難であるため、その指
導内容は画一的で一般的なものになりがちである。そこで本
研究では、指導日の3週間前に、指導対象の高校生らに対し食
事調査への回答を依頼し、当日はその結果を個々に配布する
ことで、集団指導の枠組みの中で、個々に合わせた栄養教育
を行うことに取り組んだ。本発表では、高校生らの食事調査
結果の概要に加え、指導当日の様子や、指導後に行った質問
票調査の結果を報告するとともに、今回実施した集団栄養指
導の有用性と課題について考察する。

腎臓病料理講習会に継続的に参加されて
いる患者の特徴

山梨学院短期大学食物栄養科　◯三枝明日香１）

◯川田　葉月１）　◯嶋田　百花１）

青木　慎悟１）　　中村みどり２）

１）山梨学院短期大学　２）地域活動事業部

　NPO法人でんぷんルルパでは、2～ 3ヶ月に一度、腎臓病
料理講習会を開催している。教室ではでんぷん製品を用いた料
理の実習や、管理栄養士による栄養の指導を行っており、参加
者同士のコミュニケーションや情報交換の場にもなっている。
参加者の多くは、主食にでんぷん製品等のたんぱく調整食品を
取り入れ、コンピュータまたは手書きによる日々の食事記録を
行っている。本発表では、継続的に料理講習会に参加している
患者の検査データおよび食事記録の推移をふまえて、腎機能と
関連する患者の特性や、食事療法の有効性について考察する。

地域活動事業部
障害者料理教室を実施して

地域活動事業部　長田　文江
　富士吉田市社会福祉協議会の障害者社会参加促進事業とし
て「障害者料理教室」に以前より携わっている。
　障害者の自立と社会参加の促進を目的とし、最初から最後
まで一人で調理、片付けができることを目標とした。
　年齢、性別、障害も異なるが、個人の特性に合わせ今後も
調理技術の向上と食に関する正しい知識、望ましい食習慣を
身に着けられるよう継続的な支援が必要である。

医療事業部
るい痩患者に対し多職種協同で栄養管理
介入し、体重増加を経験した症例

市立甲府病院　栄養管理室　小澤　優佳
　患者は長期食事摂取不良によるるい痩(BMI12.5kg/m2)、
下肢浮腫著明、低Ｋ血症による歩行困難、マラスムス型クワ
シオコールで入院した。入院直後は食事摂取良好、PT介入
で歩行器歩行可能となったが、その後食事摂取量低下し低血
糖、脱力から誤嚥性肺炎を起こし重症となった。リフィー
ディング症候群に配慮しながら、TPN→経腸栄養→経口摂取
へ移行し、STによる嚥下リハビリも介入した。静的及び動的
栄養評価を行い、PT再介入時はエネルギー消費量も考慮し
た。体重増加目標を2kg/月とし、結果13.6kg(8ヶ月)増加し
た。退院後も継続栄養指導を行っている。危機的状況から体
重増加へ至った栄養管理について報告する。

福祉事業部
嚥下調整食への取り組み
社会福祉法人愛寿会　特別養護老人ホーム仁生園　斉藤　　綾

　施設利用者様の高齢化や重症化が進む中、嚥下困難な方も

増えてきている。当施設では粥をミキサーにかけてペースト

粥にして提供していたが、摂取している途中で唾液により分

解されて水っぽくなりムセてしまうこともあり、嚥下調整食

への取り組みを検討した。日本摂食・嚥下リハビリテーショ

ン学会の「学会分類2013」での分類を参考にし、嚥下に考慮

したゼリー粥の提供を試みる。導入にあたり利用者様に試し

様々なよい変化がみられ導入に至る。今後も利用者様1人1人

に合った食形態の提供を目指していく。
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各種委員会からの活動報告
生涯教育研修委員会

委員長　針谷　夏代
　今期は 12月５日までに５回を開催し、残すところ２月６日の１回となりました。新型コロナウィルス感染予防のため
来場者数を減らす必要があり、全て事前申し込みとして会場に定員数以上が集まることを防止しました。このため、受講
場所の希望アンケートを取り、講演をビデオ撮影し来場できない会員のためにYouTube 配信を実施しましたが、例年よ
りも受講者が増加しました。来場できないデメリットとしては講師へ質問したり、会員同士の交流ができなかったりする
ことがありますが、YouTube によるオンデマンド受講は研修日に仕事や予定が入っている人、育児や介護などでその場
を離れることができない人などのニーズを満たしたと考えられます。これらの対応に当たる事務局の仕事量が増加したこ
とも事実です。研修会の開催にあたりご協力いただいた全ての方に感謝申し上げます。

委託事業実施委員会
委員長　小林　貴子

　日本栄養士会からの委託事業の計画（講師選定・折衝を含む）・当日の運営・事業報告書の作成を山梨県栄養士会事務局
と検討の上行っています。
　毎年１～２件を実施しています。昨年度は、「食生活と食物油栄養に関する講習会」を実施しました。今年度はインスタ
ントラーメン「健康と栄養」セミナーと「健康づくり提唱のつどい」、２つの事業の講師や講演内容について検討を行って
きましたが、新型コロナウィルスの感染拡大状況により、上記２つの事業について山梨県栄養士会執行部で協議し、今年
度の開催は中止となりました。

栄養やまなし編集委員会
委員長　秋山　知子

　山梨県栄養士会では、本会の事業や活動状況を中心に、会員・保健所単位支部・職域部会の活動状況や県民の栄養に関
する話題などを掲載する、機関紙「栄養やまなし」を年２回発行し、ホームページでも各号の目次を掲載しています。今
年度の栄養やまなし編集委員会はＮＯ 120、121 となる令和３年１月新年号と、５月総会号の発刊に向けて、内容につい
ての検討を行い、原稿の執筆担当への依頼、校正、発送にむけての活動を行っています。今年度はコロナ禍により各種行
事や研修会が中止や制限された状況のため、それに代わり今まで掲載していない委員会活動の様子についても紹介するこ
ととしています。

栄養・食生活情報編集委員会
委員長　秋山　知子

　栄養・食生活編集事業は、本会が公益法人として山梨県の健康施策である「健やか山梨 21（第２次）」を広く県民に普
及啓発するために、県の補助を受けて実施しています。本編集委員会で協議され了承された資料・データは、市町村広報
誌や各事業所等への一口栄養メモとして活用いただけるように情報提供され、本会のＨＰ（ホームページ）にも掲載して
います。今年度はＨＰに掲載する上で必要な観点を検討し、各委員の持ち寄った原稿をより慎重に確認検討し、そのあと
各自持ち帰り変更訂正し、再度全員で訂正したものを検討し、最後に会長と委員長、事務局で校正してからＨＰ掲載を青
木先生にお願いしています。その後、事務局から各市町村や事業所にむけて情報を提供し、広く県民に向けた活動となっ
ています。

栄養ケア委員会
委員長　深澤幸子

　栄養ケア委員会は診療所・在宅訪問栄養食事指導・地域ケア個別会議に関する事を担当しています。栄養ケアステーショ
ン事業ではクリニックの医師からの栄養指導の依頼や、地域のケアマネさんからの訪問栄養指導の依頼や質問への対応等
多岐にわたっています。今後依頼等が増える可能性があるので「人材登録」を行う事になりました。多くの会員に登録し
ていただき要請にこたえていける様にしたいと思っています。地域ケア個別会議にも多くの管理栄養士が参画しています。
今後研修会を開催し適切な助言者となれるようなサポートをして行く予定です。今年度は県後期高齢者医療広域連合から
の委託「フレイル対策事業」で訪問栄養指導が９月から 11月迄行われました。

JDA-DAT 運営委員会
委員長　深澤幸子

　激甚災害が頻発する現在、平時の訓練や周囲に JDA-DATの存在を知っていただく必要を強く感じてます。県栄養士会
では「JDA-DAT運営委員会」を組織し、活動の充実の為のスタッフ育成や、日本栄養士会 JDA-DATリーダー研修へ
の参加を奨励し現在 15名が研修を終了しています。今年度は「県栄養士会災害対策本部の設置準備」「県栄養士会災害対
策本部組織図作成」及び「県・市町村への周知」「県との災害協定締結に向けての準備」等を目標にして活動をしてます。
11月７日に「災害時における JDA-DATリーダー・スタッフ及び都道府県栄養士会の対応について」の演題でDVDに
よる研修会を実施し今後の活動への学びを深めました。

会員増対策委員会
委員長　平井　美樹夫

　会員増対策委員会は、文字通り会員を増やすための対策を考える委員会です。会費未納者名簿に基づいて、継続して会
員になっていただけるよう、事業部長と協力して確認・お願いをしたり、総会アンケート等の分析から会のメリットを増
やし、デメリットを減らす対策を検討しています。
　令和２年度総会時のアンケートで栄養士会に望む活動を聞いたところ１位は「ス
キルアップのための研修会」、２位は「食事摂取基準や栄養改善マニュアル等変更
時の情報提供」、３位は「職場でのコロナ対応や給食人員増対策などのすぐに役立
つ情報の提供」で、今の仕事にすぐに役立つ活動が求められているようです。
　今年はコロナ対策で生涯教育などの研修会もWeb利用が増え、自分の都合に
合わせて見聞きでき、会場までの交通時間を気にしなくても済むようになり、評
判が良くなりました。これからも参加しやすい研修会を実施していきたいと考え
ています。また未介入の栄養士への呼びかけも考えていますので、その際は会員
皆様のご協力をお願いします。

山梨県栄養学術研究会運営委員会
委員長　平井　美樹夫

　毎年２月に開催している栄養学術研究会について検討しています。昨年度はコロナのため開催せず、印刷物だけを配布
した紙上開催となりました。今年度は残念ながら自由に議論をするコーヒーブレークタイムは無しとなりますが、コロナ
の人数制限内で２月 28日（日）に開催し、YouTube でもWeb配信する予定です。
　会員の皆様には学会発表の練習の場として、また相談いただければ発表内容について山梨学院の先生からアドバイスも
いただけますので、ご利用いただくとお得です。
種類も口頭発表と示説 ( ポスター ) 発表がありますので、まずは緊張度の低い示説発表から始めてみてはいかがでしょう
か？　毎年夏～秋くらいに募集を開始して、この新年号に要旨を投稿してもらいます。発表資料の印刷は２月上旬に出し
ていただき、パワーポイント資料やポスターは当日持参となります。各事業部を中心に演題を募集しますが、発表したい
人の　個人応募も大歓迎です。
　以下はアンケートによる会員の声です。
学会発表の理由は？
　�大学は教育機関でもあり、研究機関でもあります。病院も治療と研究の両面を持っているので、学会発表をしないと研
究者として認めてくれません。だから認めてもらうために発表します。また資格を獲得したり継続するために学会発表
をする方もいます。他にも自分の考えをまとめたり、研究に役立つ人間関係や新情報を得るためというのもありました。
学会発表を妨げるものは？
　勇気：人前で話すのが嫌であり、質問で詰まったり恥をかくのではないかと心配
　内容：学会で発表するような新発見や最先端の事例などを持っていない
　時間：アレルギー対応や患者（入所者）の栄養マネジメント等で仕事が増え時間が無い。
　　　　�このうち勇気についてはこの栄養学術研究会で鍛えて慣れていただければ良いのですが、内容や時間についての

対応は別ページに掲載してありますので、ぜひご覧ください。

健やか山梨２１普及啓発委員会
委員長　秋山　知子

　本委員会は、山梨県の健康増進計画である「健やか山梨 21（第２次）」を広く県民に周知するための普及啓発活動を行
うために組織されました。昨年は食育推進全国大会ｉｎ山梨、いきいきねんりんピック、県民の日、山梨県民歯科保健の
集い、健やか山梨 21推進大会などの県の行事に多くの会員が参加し、栄養士会ブースにおいて来場している多くの方々
に食事診断や食生活相談などを実施しました。しかし今年度はコロナ禍により前述の行事は全て中止となり、会員が直接
的に県民と関わりながら健やか 21の普及啓発を行ことが困難となりました。そこで、当委員会では動画作成を行い、市
町村や関係機関に提供しホームページ等に掲載できるように、今年度はシナリオを考案したり、効果的な食育指導の研修
等をして動画作成につなげる活動をしています。

ホームページ運営委員会
委員長　田草川憲男

日　　　時：令和２年９月 17日（木）14：00～
内　　　容：�本会ホームページ（HP）は、2003 年（平成 15.2.3）開設し、その後１度改訂し、それ以来の大改訂と更新

業務もボランティアでしていただいている青木慎吾委員（山梨学院短期大学）から、HPの構成や更新業務
の概要について説明を受けました。

	 　　�その後、感想や要望などの意見交換を行い、委員会の意見を踏まえた
変更・改良点の一部をご報告いたします。なお、現在も青木委員から
の更新のたびに各委員のからたくさんのご意見をいただいています。

検討結果の一部：�HP の更新情報とより手軽にアクセスできるように、山梨県栄養士会 
公式 LINE アプリを作成し、まずは運営委員間で試運転して意見交換
しています。今後、会員の皆様に LINE アプリの登録をお願いしHP
の閲覧を増やしていきたいと委員一同思っています。

	 　　�本会ホームページは、日栄役員・都道府県栄養士会長からも、お褒め
の言葉をいただいています。「山梨県栄養士会」で検索して、週に１
回はご覧いただきたいと思います。

栄養士会に臨む活動順位付け
（令和 2年総会アンケートより）

会員増対策委員会紹介 

委員長 平井 美樹夫 

会員増対策委員会は、文字通り会員を増やすための対策を考える委員会です。会費未納

者名簿に基づいて、継続して会員になっていただけるよう、事業部長と協力して確認・お

願いをしたり、総会アンケート等の分析から会のメリットを増やし、デメリットを減らす

対策を検討しています。 

令和 2 年度総会時のアンケートで栄養士会に望む活動を聞いたところ１位は「スキルアッ

プのための研修会」、２位は「食事摂取基準や栄養改善マニュアル等変更時の情報提供」、

３位は「職場でのコロナ対応や給食人員増対策などのすぐに役立つ情報の提供」で、今の

仕事にすぐに役立つ活動が求められているようです。 

今年はコロナ対策で生涯教育などの研修会も Web 利用が増え、自分の都合に合わせて見

聞きでき、会場までの交通時間を気にしなくても済むようになり、評判が良くなりました。

これからも参加しやすい研修会を実施していきたいと考えています。また未介入の栄養士

への呼びかけも考えていますので、その際は会員皆様のご協力をお願いします。 
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「コロナ禍での学校の様子は ･･･」
やまびこ支援学校　窪寺ゆかり

　令和２年３月、新型コロナウイルスの感染症拡大の中、
子供たちの健康や安全を第一に考え、全国一斉の学校臨時
休校要請が出されました。
　突然の学校給食停止に、卒業式などの行事食にかかわる
食材をはじめ、多量の給食物資のキャンセルを余儀なくさ
れました。また、給食費の返還やキャンセルのできなかっ
た食材の対応に、現場は一時混乱状態になりました。
　さらに４月に入って、いつ給食が始まってもいいよう
に、献立作成・発注をしましたが、休校の延期、また延期
が繰り返され、その都度、キャンセルできなかった食材で
冷蔵庫や冷凍庫はいっぱいになりました。延期のたびに増
えていく食品を組み込みながらの献立作成・発注を繰り返
す３か月でした。
　このような誰も経験したことのない新型コロナウイル

公衆衛生事業部の活動状況with コロナ
公衆衛生事業部長　上野原市役所

石川　美鈴
　公衆衛生事業部は、県・保健所に勤務する管理栄養士と、
市町村に勤務する栄養士・管理栄養士が所属しています。
同じ行政栄養士ではありますが、業務内容は違うため、日
頃はそれぞれで集まり研修会等を行っています。また、管
内ごと、保健所、市町村栄養士・管理栄養士が集まり、日
頃の業務の検討も行い、日常業務に生かしています。
　しかし、令和２年度においては、新型コロナウイルスの
影響で、今までとは違った業務を行わなければならないこ
とが多くありました。県・保健所においては、新型コロナ
ウイルス感染症に関する相談に加え、帰国者・接触者およ
び発熱者への対応、受診調整、また感染者の調査など多岐

ス対策を行いながらの給食提供は、給食再開を喜びながら
も、感染リスクが高まることへの不安、献立はどうすれば
いいのか、マスクや使い捨て手袋などの品薄対策等、思案
することはたくさんでした。
　現在も特別支援学校では、教職員が配膳をし、食堂で食
べていた生徒たちは、教室に分散し、距離を保ち給食を食
べています。子供たちは消毒や配膳の対応にも慣れ、落ち
着いた行動ができるようになりました。早く食べ終わった
らマスクをして静かに待てるようになりました。
　これからの社会を担う子供たちは、このような多数の予
測できないことにも的確に対処できるよう備えなければ
なりません。病気にかからない免疫力を高める食事、バラ
ンスの良い食事を、給食を通して学び、世の中を強く生き
ぬく力を子供たちが持つことができるように学校健康教
育事業部会員一同頑張っていきます。

にわたり行っています。
　市町村でも新型コロナの相談業務や感染予防対策事業
に翻弄され、通常行っていた検診（健診）や教室など、人
が集まることは軒並み中止せざるを得なくなるなど、今ま
でにない状況を体験しました。
　感染者数は落ち着いてきましたが、これからの生活はコ
ロナと共存する時代と言われています。検診や教室等の事
業も、少しずつ復活させていかなければいけない状況の中
で、今後は、新しい生活様式である、身体的な距離を保ち
つつ、密集・密接・密閉の３密を避けながら事業を行って
いく必要があります。
　今後も保健所・市町村間の情報を共有しつつ、同じ行政
栄養士同士相談しながら、新しいコロナ時代での活動を考
えていきたいと思います。

職域事業部職域事業部ののコーナーコーナー職域事業部のコーナー職域事業部のコーナー職域事業部のコーナー

学校健康教育事業部

公衆衛生事業部
【事例報告】
　コロナ禍での給食提供について

勤労者支援事業部長　（公財）キープ教会
大柴　由紀

①事業所給食の一例
　密を避けるため片側喫食、喫食時間の拡張、喫食時の換
気を実施。
　体調不良者は、食堂を利用せずにディスポ容器で持ち出
し喫食。
　卓上調味料を撤去、調味料コーナーを設置し、15分ご
とに調味料や飲料冷蔵庫の取手、給水器など、喫食者の手
が触れる箇所のアルコール消毒を実施。

②学生寮の給食提供の一例
　給食従事者の感染症対策徹底のために、マニュアルを策
定の上業務を実施。喫食者の食堂レイアウト及び喫食時間
を変更。学生は入寮日に大学本部にてＰＣＲ検査を受け陰
性を確認したうえで東京から貸し切りバスで富士吉田に
来校。その後も定期的にＰＣＲ検査を受けて大学敷地内か
ら外出しないよう、外部との接触を回避。検温や行動歴の
提出を徹底。職員も同様に PCR検査を定期的に実施、検
温や行動歴も記録し、不要不急の外出は回避。学外での生
活や出張、外部との接触が多少なりともあるため、喫食者
と食事時間をずらしたり、テイクアウト (同献立にて ) を
実施。
　給食従事者の業務マニュアルは、スタッフ間の連絡網

の徹底や食事提供方法の詳細に渡るまで明確化されてお
り、業務にかかわるスタッフ全員にとってわかりやすい内
容にしました。例えば食事の受け渡し時に喫食者がカウン
ターの前で滞留する時間を短くするため、ワンプレート献
立、丼ぶり、麺をメインとしたり、カレーライスの日は飯
量の異なる皿をあらかじめ用意して置き、ルウはキャセ
ロールに盛り込んでおいたものを喫食者が選び取る等が
できるような配慮を行いました。

③保育園での給食提供の一例
　喫食時間中の子どもたちの密を避けるため、縁側を利用
して風が通る環境で食事をするよう配慮。食卓を増設する
ことで、一人一人の間隔を拡充。子どもたちが共に食べる
楽しみを保ちつつも、感染のリスクをできる限り低減させ
るよう配慮。
　職員は健康観察と検温の実施及び記録、マスク着用の徹
底を再度確認。給食従事者は家族の体調不良者の有無も含
め、これまで以上に体調不良時は無理に出勤せず、シフト
を変更。
　以上が一例として挙げられるコロナ禍での給食提供の
実例です。他事業所でもそれぞれに工夫を重ね、今までに
ない対応に追われた業務をこなす日々であったと思いま
す。喫食者の状況も変化する中、感染症対策を徹底しな
がら栄養面に配慮した食事を提供する給食運営は、栄養
士・管理栄養士にとって学ぶことが多かったのではないで
しょうか。

以上

勤労者支援事業部

研究教育事業部の活動報告
研究教育事業部長　山梨学院大学健康栄養学部

針谷　夏代
　研究教育事業部では主として栄養士・管理栄養士の養成
に関わり、８月の栄養週間にはトピックの紹介や特別協賛
企業の製品配布を通して日々の食生活の大切さを学生へ
再認識してもらう機会を設けています。今年度は新型コロ
ナウィルス感染予防のために大学の前期授業が全面オン
ライン対応の方針が出され、講義科目だけではなく実験・
実習科目もオンラインでの実施となりました。例えば、１
年次生前期に開講の基礎調理実習Ⅰは、調理技術を身につ
けるとともに、和洋中の様々な料理に触れ、さらに班員と
協働することを身につけることが主目的です。オンライン
授業では、あらかじめ撮影した示範をパソコン画面で見
せ、学生が自宅にて１人で調理することとなりました。調
理する様子をパソコンやスマホで撮影したり、出来上がっ
た料理の画像を送ってもらったりするなどして調理工程
や料理の出来栄えなどを評価しました。また、一部の科目

では補講として土曜日に実習授業の一部を実施しました
がそれに伴う手間が増大し、学生も教員も非常に繁忙な前
期授業となりました。一方で講義科目については例年と比
較して欠席者数が大幅に減少しました。ちょっとした体調
不良であっても自宅で体調を見ながら受講することがで
きるメリットがあったためと考えられます。
　一方で、臨地実習などの学外施設における実習は困難を
極めました。例年通りの受け入れが可能だった施設が非常
に少なく、短縮日程あるいは受け入れ不可が半数以上を占
めました。受け入れ可能な施設については１施設あたりの
学生数を減らしたり、県外で実習を受ける学生は実習開始
前２週間の自宅待機期間を設け、県をまたぐ移動を控えて
もらったりしました。期間短縮や受け入れ不可となった学
生については、近隣の病院の先生方に講師をお願いし、大
学にて講義をしていただきました。給食実習も実施するこ
とで実習時間を補充しました。コロナ禍において様々な方
面の先生方には教育にご協力・ご尽力いただき大変感謝し
ております。

研究教育事業部
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地域活動事業部の活動報告
地域活動事業部長　長田　文江

　児童館における出前栄養相談事業今年度はコロナ禍に
あり見送る児童館が多数あり、昨年度の１/３程度の 13
児童館で行っています。
　多くの会員に参加協力していただき、事前研修会ではコ
ロナウイルス感染拡大予防対策の徹底を確認し、安全に子
供たちや保護者に楽しく、食について興味を持ってもらえ
るよう内容の見直しをしました。

　また、健康談話室での「元気食育教室」事業は集団での
栄養講話はコロナウイルス感染拡大予防のため中止とし、
個別相談を予約のみ７月より月１回行っています。
　山梨県後期高齢者医療広域連合より委託されたフレイ
ル対策事業（高齢者在宅訪問）に 17名の会員が担当しま
した。
　最新の知識、技術の向上を身に着けるよう生涯教育研修
会などを通し、各職域事業部の皆様と連携していきたいと
思います。

地域活動事業部

医療事業部

コロナ禍における事業活動内容及び福

祉施設の現状について
福祉事業部長　峡北シルバーケアホーム　潮上　幸恵

　新型コロナウイルス感染症が、未だ終息の兆しが見えな
い中、会員の皆様方におかれましてはさぞご心労のことと
お察し致します。日々の業務において、個々人の栄養管理
は勿論、行事、往診やレクリエーションなど外部との連
携、施設内の委員会活動など多岐に渡るため、各部門にお
いて様々な対策・対応に苦慮されていたと推測します。一
方、山梨県栄養士会の活動内容についてどのように運営し
ていくか、会長始め事務局、役職の方々が多くの議論を重
ねて下さり、各事業部の活動・研修などが始動し出してお
ります。全国的にＷｅｂ方式による研修がメジャーになり
つつあり、県内に居ながら他都県開催のセミナーが受講で
きるなど、コロナ禍であっても新たな目線で、前向きな動

きがあり、不安ばかりが頭を過り、戦々恐々とした頃とは
随分状況が様変わりしました。福祉施設の事例として当施
設を挙げると、「施設内にウイルスを持ちこまない」を念
頭に、２/３から家族面会中止とそれに伴う「タブレット
端末」によるリモート面会の導入、職員含む業者等入館者
全員の検温実施、物品追加発注、入退所やデイケア一時中
止の調整、家族との連携を密にすべく電話連絡や通知文を
発送。給食部門は備蓄食・ディスポ食器の追加発注、委託
業者側の「パンデミック時献立（２週間分）」の提示と発
注方法の手技及びフローを確認し、職員が多人数感染した
際のフローを改定など多岐に渡り翻弄され、ここに記載し
きれぬほど業務内容が増大しました。全施設の栄養士・管
理栄養士は、この変革の時期に遭遇したことを大いに強み
とし、臨機応変に対処できる術を身に付けたと自負してよ
ろしいのではないでしょうか。福祉事業部・高齢の役員間
でもリモート会議開催予定です。水面下で活動は続いてお
ります。いつか顔を真見えて会したいと願う日々です。

福祉事業部

新型コロナウィルスに対する感染対策
医療事業部　山梨リハビリテーション病院　細井　洋子

　山梨県内の各医療機関では、新型コロナウィルス感染予
防のため様々な対策を取り業務にあたっています。今回、
施設の規模や機能種別の違う７病院での感染対策につい
て調査し、以下のとおりまとめました。
●�食事提供　コロナ患者、コロナ疑い患者はディスポ食器
（トレー、お茶、割りばし、お手拭き、食札）使用／専
用病棟への配膳はアルコール携行し手指消毒／フェイ
スシールド着用して配下膳／デイルームのテーブルに
アクリルパーテーションの設置／イベントのバイキン
グを中止し松花堂弁当へ変更
●�納入関連　納品業者の健康管理、マスク着用、手指消毒、
検温のお願い／メーカー等の訪問禁止、自粛のお願い
●�病棟業務　ベッドサイド訪問、ミールラウンド中止また
は必要時のみ実施／担当病棟以外の病棟への立ち入り
禁止
●�入院、外来栄養食事指導　マスク、フェイスシールド、
ゴーグルの着用／患者、家族のマスク着用／ドア開放、

カーテン設置／患者ごとの消毒（テーブル、いす、パソ
コン、ドアの取っ手）／換気とソーシャルディスタンス
の確保／人数制限／時間制限／密にならない集団指導
の工夫
●訪問栄養指導　体調聞き取り／手指消毒の実施
●�その他　院内感染対策委員会での方針対策等の話し合
い／入院前にＰＣＲ検査／ＢＣＰ計画の見直し（人員不
足、マニュアル作成、配置図作成、備蓄食対応）／コロ
ナ対策をマンガで掲示／委託業者に対する感染症認定
看護師による研修会開催
●�問題点　検体採取場所が職員出入り口付近のため苦慮
した／ディスポ食器が下膳され緊張が走った／外来と
入院の指導が重なり家族と別にできなかった／退院に
際しての家族指導は 10分までと院内で決めたため、栄
養指導も家族同席の場合は短時間で、十分な指導ができ
ない、指導料を算定できない
　新型コロナウィルスに限らず多くの感染症から身を守
るため、こらからも対策のひとつひとつを確実に実行し、
感染予防に努めていきたいと思います。

『新しい生活スタイルの中で見えてき

たこと』
和泉愛児園　梶原　智子

　大好きな仲間と楽しく美味しく食べること。幼児教育
の中でも、『食』を通した学びは、子どもたちにとっても
大きな影響があります。
　『食べる力』＝『生きる力』。そんな風に考え、児童福
祉施設で働く私たちは様々な取り組みをしてきました。
　しかし、新型コロナウィルス感染症により、今までは
当たり前だった、皆で顔を見合わせながら食べること、
皆で力を合わせて作ること、自然の恵みを美味しいタイ
ミングで仲間と談笑しながら食べることなどの貴重な経
験をする機会がたくさん失われています。口元を見せな
がらのもぐもぐかみかみの言葉がけも今まで通りにはい
かなくなりました。
　でも子どもたちに備わっている順応性やたくましさは

素晴らしく、コロナウィルス感染症予防対策をしながらの
日々の中で、様々な発見をし、思い切り遊び、たくましく
成長をし続けています。その姿を見ながら、私自身も『コ
ロナ禍だから』と諦めるのではなく、その枠の中でできる
ことを見出し、子どもとともに新しい生活の中で工夫をし
ながら楽しんでいこうと考えるようになりました。今まで
のような食育活動ができない中でも、コロナウィルスなど
の感染症に負けない健康な心と身体づくりを目指して、保
護者へ丁寧な発信をし、ご理解を得ながら、ともに取り組
んでいく必要性を感じます。
　私たち大人が『逆境』の中でも、失敗や試行錯誤を繰り
返しながら前向きに明るく進んでいく姿勢は、こどもたち
の中のたくましく生き抜く力を育んでくれると信じていま
す。
今後も続いていくであろう新しい生活スタイルにポジティ
ブに向き合い、新たに生まれる様々な資源と付き合い、取
り入れながら、子どもたちの『食を通じた健康の土台作り』
に貢献できるよう努めていきたいと思います。

栄養士会ホームページを活用しましょう！！

＊2017年より研究教育事業部会員である山梨学院短期大学
講師の青木先生の尽力によりウェブデザインを逐次見直し、
更新いただき、現在の見やすく、活用しや
すいホームページとなりました。

さあ、QRコードでスマホからも山梨県
栄養士会ホームページにアクセス！！

山梨県栄養士会
ホームページ
QRコード

おお知知ららせせ 

 

栄栄養養士士会会ホホーームムペペーージジをを活活用用ししままししょょうう！！！！ 

＊2017 年より研究教育事業部会員である山梨学院短期大学講師の青木先生の 

尽力によりウェブデザインを逐次見直し、更新いただき、現在の見やすく、活用し 

やすいホームページとなりました。 

   
ささああ、、山山梨梨県県栄栄養養士士会会ホホーームムペペーージジににアアククセセスス！！！！ 

 

 

山山梨梨県県栄栄養養士士会会ウウェェブブササイイトト  

QQRR ココーードド 

最新情報はこちらから！！
◆ 研修会申込や会員情報の変更、 

会費の支払方法の変更等はこちらから！！ 

ロロググイインンすするるとと会会員員限限定定動動画画やや資資料料がが閲閲覧覧ででききまますす。。

日本栄養士会 ＷＥＢサービスを利用
しましょう！！
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今年を振り返って
学校健康教育事業部　かえで支援学校　秋山真喜子

　今年の４月に育児休業から復帰しました。復帰したとたん、コロナ対策で給食をどうするか何度も検討を重ねました。
今までのやり方とはかなり変えることとなり、苦労しました。また、コロナ対策で給食時間のクラス訪問も控えるため、
児童生徒との距離が遠くなることも心配でした。
　そんな中、初めて授業に呼んでいただきました。内容は中学部の生徒が食品を赤黄緑に分ける勉強をしてから献立を考
え、栄養士に評価してもらうというものでした。事前に「できあがった献立をいくつか給食に取り入れます」と話した時
の嬉しそうな反応は忘れられません。生徒だけでなく教員も給食に採用されることを期待しているようでした。献立は給
食の中から好きな料理を中心に選んで考えたようです。結局、一部アレンジしてすべての献立を取り入れることにしまし
た。この話をした時も予想以上に喜んでくれました（実際に給食に出るのはこれからです）。このことは生徒との距離が
縮んだだけでなく、献立作成はやはり大切だな、と改めて感じる貴重な経験となりました。
　マイナスな気持ちからスタートした１学期でしたが、こんなに給食のことを考えてもらえる年はないだろうなとプラス
に捉え、来年も頑張りたいと思います。

新年を迎えて
公衆衛生事業部　大月市役所　堀内　純子

　私は行政栄養士として、市民の健康づくりや栄養改善に関する業務に携わっています。
　全てのライフステージの方が対象となるため、業務は多岐にわたり保健師と連携しながら進めています。迷うことも多々
あり、保健所や他市町村栄養士に相談をしたり、アドバイスをもらえるので心強く思っています。食生活改善推進員の方
の協力を得て行う事業では、市民の方々と接しながら多くを学ばせていただいています。
　2020 年はコロナ禍の影響により、離乳食教室や料理教室等の調理実習を伴う事業はほとんど開催できず、対象者には
テキストや資料を配布し個別対応となりました。多くの事業が見合わせや縮小となり、市民と接することも減ってしまい
ました。
　今まで経験したことのない自粛や制限の中で生活が大きく変わり、改めて「食」の重要性を感じています。１日も早く
収束することを願いつつ、今年は昨年着手できなかったことを形にし、市民に発信していければと思っています。

“あたりまえ”に感謝
研究教育事業部　山梨学院短期大学　関戸　元恵

　2020 年はあたりまえであった日常が幸せだったと痛感する日々でした。後期より対面授業が再開しましたが、キャン
パスで学ぶ時間の大切さを学生とともに感じています。私は栄養士、製菓衛生師、保育士の専門職養成に携わっていますが、
最近製菓衛生師や保育士を目指す学生と食や栄養への意識や視点が異なることに気づきました。ついつい栄養素など細か
いところに意識がいきますが、学生は食意識や食行動など幅広い視点で食を捉えていました。これまで気づかなかった新
しい視点を学生に教えてもらい、もっと幅広く食と栄養を考えなければと痛感しました。2021 年もあたりまえに感謝し
ながら、幅広い視野を持つ管理栄養士になれるよう日々精進します。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

改めて思うこと
勤労者支援事業部　日清医療食品　伊藤　友香

　今までは欠員状態で現場業務に追われる日々でした。
　中々事務作業をする時間もなかったのですが、４月に新入社員の方が入り、事務作業もできるようになりました。教え
る時にはわかりやすく理解してもらえるように教えることを心がけています。他の社員の方にも協力してもらいました。

周りの人達の協力がないと成り立たない仕事だと改めて思い、感謝しています。
　これからも周りの方達への感謝の気持ちを忘れずに、日々精進していきたいと思います。

新年の抱負
地域活動事業部　芦沢　恵介

　このお話をいただいた時に、もう 12年が３度目かと思うと、一度きりの人生は、果たして良い方向に向かっているの
かなあと考えてしまいました。人生に上り坂もあれば、下り坂もあります。昨年は新型コロナウィルス感染症により、ま
さかの出来事で仕事が激変した年でした。４月から５月にかけて仕事がなく困り果てていた時に、山梨で有名なつけ麺の
お店にバイトをすることになり、改めて気付くこともありました。麺のスープを残す人もいれば飲み干す人もいます。飲
み干す人の中には、美味しいから飲む人もいれば、作ってくれた人への感謝を込めて残さず飲み干す人もいます。手間を
かけてつくる分、その思いがそうさせているのかもしれません。食材に携わる人の気持ちと食材の命をいただくことに対
して、食塩との向き合い方にも新しく課題ができました。
　自分には栄養士として足りないことが多くありますが、１つ１つ課題をクリアして栄養士としてのスキルを向上してい
きたいと思います。

新社会人
医療事業部　エームサービス株式会社　大村日南子

　４月から新入社員として働き、多くのことを学んでいます。毎日が勉強で新しいことが出来るようになるのはとても楽
しいです。現場では、大学で得た知識の他により実践的な多くの事を学ぶことができ、充実した毎日を送っています。職
場の上司・先輩方に支えていただき、初めの頃は出来なかったこと、時間通りにできなかった業務も少しずつできるよう
になっています。これからは自分から最新の情報・知識を得たり、栄養士会の研修会などに積極的に参加してさらに知識
を深めたいです。そして、管理栄養士として成長していきたいと思います。

園の一員として
福祉事業部（児童）　保育園園長　高山　　有

　私が園長を務めている大野山保育園は、来年で 70周年を迎えます。前園長であった理事長も栄養士と保育士の資格を
持っています。長年調理保育を行い、前園長が築き上げた食育が日常保育に浸透しています。調理保育や野菜の栽培だけ
ではなく、基本的な生活に関わるすべての体験を食育活動と位置付け、「一人ひとりの子どもを大切に、生きる力を育てる」
ことを目標に保育を行っています。
　その一例が何をするにも両手を使うことです。美しい所作は、その人の人柄を現します。両手でお皿を渡す、両手で手
紙を渡す、片手で作業するときは、もう片方の手を添える等です。
　食育活動で一番大切なことは、他職種との協同です。様々な専門職の先生方がそれぞれの知識を持って、尊重し合いな
がら、子どもたちへの学びに繋がる取り組みを行っています。一人ひとりが園の一員として、食育と保育を連携して伝え
ています。
　「食べることは生きること」私は、この言葉が好きです。おかわりに来る子どもたちの笑顔、それが生きる力そのもの
に感じます。私自身も栄養士として子どもたちの成長にかかわる情報を保護者や地域に発信していきたいと思っています。

令和３年の抱負
福祉事業部　北杜市役所子育て応援課　坂本　夏美

　現在、行政栄養士として北杜市の子育て応援課に所属しています。主な仕事は、公立保育園給食の献立作成と衛生管理
です。新型コロナウイルスの影響により、令和２年は開催することが難しい状況でありましたが、例年、園児向けの食育
教室や料理教室の開催をしています。また、北杜市は令和２年 10月から全園児完全給食の提供を開始しました。
　保育園では、食物アレルギー児や離乳食の対応が多様化しています。保育園で行った「食事に関する調査」の中では、
朝食内容が「果物だけ」等栄養バランスの乏しい家庭も見受けられます。また園に通う子の中には、噛むことが苦手な子
や食に関心のない子もいます。食べることは、生きること。食べることは楽しい！と感じてもらうには、どのようにした
ら良いのかと保育士と頭を悩ませています。　
　私は、元気な子どもたちを見ることと、将来、生き生きと過ごしている成長した姿を想像することが今の仕事の楽しみ
です。令和３年は、うまく空き時間を利用し、知識を蓄えるとともに、北杜っ子が健やかに生き生きと成長する姿を心か
ら願い、保護者や他職種と協力しながら子どもたちの成長を見守っていきたいと思います。

会員の声会員の声
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栄養学術研究会等に発表する時間も内容も無いという方へ
栄養学術研究会運営委員会委員長　平井美樹夫

　新しい研究や素晴らしい研究をしようと思うと、全て通常業務外となり、あきらめてしまいがちです。でも
泥臭い発表だって、理論にはたどり着かないけど明日からの仕事に即つかえる内容なら、きっと聴きたい研究
となります。日常業務の内容で発表できる例を挙げてみました。どうせやらなくてはならない事です。給食委
員会等で説明して、そのあと栄養学術研究会で発表の練習に使ってみましょう。

例１：嗜好調査結果を給食委員会で報告できるようにまとめて発表
	 �給食施設なら実施している嗜好調査結果を給食委員会で報告できるようにまとめ、それを発表する。

結果により調理法の工夫等対応できそうな方法を調べ、試してみて現実の費用や手間と効果を確認し、
実際に運用することにした事も入れられるとさらに良い。塩味を濃くしてほしいという要望なら調理
の工夫もだが、減塩教室等で「健康とナトリウム」「塩味音痴を探せ」など実施してみるのも良い。

例２：残食調査の方法検討や結果による人気給食の回数を増やしたこと等を発表
	 �残食調査結果による人気給食を貼りだしたり、残食調査自体の方法も検討し給食委員会で報告できる

ようにまとめ、それを発表する。厚生局の監査対策にもまとめておくと良い。

例３：栄養管理計画書を集計し自施設の特徴を考察して発表
	 �さらに集計結果の特徴で肥満患者の割合が多かったら、ダイエット教室を計画する等して活用すると、

給食施設としてよい栄養管理をしていると保健所の監査等で褒められ、施設内で面目躍如となる。

例４：栄養指導の指導法や教材をつくり、患者の反応をアンケート等で確認し発表
	 �自分の栄養指導パターンを文書やフローチャートなどに見える化し、整理してマニュアル化する。自

分の栄養指導法の反省や、退職時の引き継ぎの資料として作成し、それを発表する。また教材資料を
多種類定量ずつ置いて、持っていった枚数を数え、どの教材が良かったのか評価することもできる。

例５：委託給食の契約内容について仕様書を検討しその結果を発表
	 �必要人数、必要レベルなど自分が委託会社員になったつもりで具体的に見積額まで作ると良い。人が

少ないと皮むき野菜等加工品が増え食材費が上がるので、一人不足につき食材費 20万円を増やすよ
うにするなどの項目を工夫してみよう。直営でも経営陣から委託を打診された時のために積算してお
くと不当に安く出してきた業者に対して、それでは人や食材の確保ができないため細かな栄養管理が
できず、加算の返却になるかもしれません等施設管理者への説明の根拠にすることができる。

例６：食器の減少数を調べ、最低必要数から食器の予算請求根拠表を作成し発表
	 �年間破損率を出し、衛生面の最低必要数から食器の予算請求をする。さらに年に一種類は終売等によ

る食器の総入れ替えがあるとして、まとまった金額もプラスする。

例７：施設の約束食事箋が妥当か過去１年の喫食者から確認し発表
	 �実際に約束食事箋に沿った食事が出されているかも材料や調理法を確認すると良い。これも厚生局の

監査等でみられるので、給食委員会で報告し資料を残さなければならないので、それを発表する。病
態や嚥下状況に合わせた食事についても、最近は様々な学会等でマニュアルが作成され基準が変わっ
ていくので、結果だけでなくこれだけのマニュアルを検討しましたという発表が、栄養士の見えない
苦労を他職員に理解してもらうことにもつながる。

例８：災害対策について給食継続の計画を作成し発表
	 �食品の備蓄量や種類が患者（入所者）分と職員分があるか確認し、避難訓練ばかりでなく、炊き出し

やエレベーターが止まった時の給食階段運搬訓練等の必要性を施設に訴え、現状の問題点や改良点を
まとめる。他部署との連携や分担を話し合うきっかけにもなる。

例９：NSTや褥瘡対策委員会で取り上げた症例を症例報告として発表
	 �症例報告をまとめてみると、記入項目や記入方法等の評価をして、見直しを考えるきっかけとなる。

例10：栄養関係のインシデントレポートを１年分まとめ、傾向と多い事の予防策を発表
	 �現場の意見を聞き実践できる対策を皆で考えると、リスク意識が変わるきっかけにもなる。

新年を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます

公益社団法人　山梨県栄養士会　役員一同

理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

役職名 氏名 勤務先名

会 長 田 草 川 　 憲 　 男 山梨学院短期大学食物栄養科

副 会 長
深 　 澤 　 幸 　 子 保坂内科クリニック

平 　 井 　 美 樹 夫 県立北病院

常　 務　 理　 事 秋 　 山 　 知 　 子 一般社団法人ぽぷらの木

部

　

長

総 務 部 小 　 林 　 貴 　 子 山梨大学医学部附属病院

事 業 部 石 　 川 　 美 　 鈴 上野原市役所

学 術 部 針 　 谷 　 夏 　 代 山梨学院大学健康栄養学部

組 織 部 川 　 窪 　 真 由 美 特別養護老人ホーム花菱荘

広 報 部 長 　 田 　 文 　 江 　

職

域

事

業

部

長

学 校 健 康 教 育 窪 　 寺 　 ゆ か り やまびこ支援学校

公 衆 衛 生 石 　 川 　 美 　 鈴 上野原市役所

研 究 教 育 針 　 谷 　 夏 　 代 山梨学院大学健康栄養学部

勤 労 者 支 援 大 　 柴 　 由 　 紀 （公財）キープ協会

地 域 活 動 長 　 田 　 文 　 江 　

医 療 小 　 林 　 貴 　 子 山梨大学医学部附属病院

福 祉 潮 　 上 　 幸 　 恵 峡北シルバーケアホーム

支

部

長

中 北 川 　 窪 　 真 由 美 特別養護老人ホーム花菱荘

峡 東 日 野 原 　 佳 　 菜 甲州ケア・ホーム

峡 南 菊 　 池 　 美 　 穂 ネオライフとみざわ

富 士・ 東 部 堀 　 内 　 純 　 子 大月市役所

甲 府 市 芦 　 沢 　 恵 　 介 　

公 衆 衛 生 山 　 下 　 ま す み 峡南保健福祉事務所

福 祉 望 　 月 　 直 　 哉 特別養護老人ホーム尚古園

福 祉 小　林　　めぐみ 大明保育所

監 事 大 　 森 　 光 　 子 大森・中込税理士事務所

監 　 　 　 　 事 堀 　 口 　 一 　 美 相川ケアセンター
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賛助会員名簿
　　　　　　令和３年　元旦　　　　　　

公益社団法人　山梨県栄養士会　賛助会員

社　　　名 電　　話 担　　当 業　　務　　内　　容

エ コ ア 株 式 会 社 ０５５－２４１－１７５５ 杉　岡　洋　平 防鼠害虫駆除

和 泉 産 業 株 式 会 社 ０５５－２２２－１１５３ 飯　野　知　彦 食器、厨房機器

大 塚 製 薬 甲 府 出 張 所 ０５５－２７６－８５８１ 講　神　秀　人 ポカリスエット、ネイチャーメート

( 株 ) オ ズ プ リ ン テ イ ン グ ０５５－２３５－６０１０ 丸　山　　健 印刷、出版、紙工

甲 信 食 糧 ㈱ ０５５－２７３－４５６１ 竹　井　弘　登 食品材料卸

シ キ シ マ 醤 油 ㈱ ０５５－２７３－６８４４ 小　林　秀　男 醤油、減塩調味料 ､ジャネフ製品

信 濃 化 学 工 業 ㈱ ０２６－２４３－１１１５ 営 業 部
瀬　戸　恵一郎 食器 ､トレイ

㈱ テ ン ヨ 武 田 ０５５－２６６－５２５１ 小　林　芳　仁 醤油、給食材料

㈱ 日 新 厨 房 企 画 ０５５－２７３－３８８１ 杉　本　哲　史
厨房設備の企画・設計・施工管理、厨房機器販売、
修理・保守点検管理、厨房に関する相談業務

株 式 会 社 は く ば く ０５５－２７４－８９８９ 田　邊　征　治 麦の総合食品メーカー，「骨太家族」

山 梨 ヤ ク ル ト 販 売 ㈱ ０５５－２３７－８９６０ 柳　本　　剛 健康科学ヤクルト

三 信 化 工 株 式 会 社
東 京 第 二 営 業 所 ０３－３５３９－３４８０ 宇　梶　純　平

業務用・給食用食器（病院・福祉・学校
・保育等）の製造及び販売

テ ル モ 株 式 会 社 ０２６３－４８－０７０１ 大　庭　幸一郎 医療用食品の製造、販売

東 洋 羽 毛 首 都 圏 販 売 株
式 会 社 西 東 京 営 業 所 ０４２－６７５－８８１１ 土　屋　智　由 羽毛布団製造販売

東京サラヤ ( 株）東京営業所
八 王 子 出 張 所 ０４２－６２０－０３２１ 松　田　康　志 食品衛生材料、栄養食品の製造、販売

株式会社    岩崎　松本営業所 ０２６３‐３９‐０５０１ 荻　原　哲　也 食生活、栄養指導用食品模型製造、販売

株 式 会 社 ク リ ニ コ ０３－３７９３－３９３９ 立　原　泰　葉 病態栄養食品の普及、販促

㈱ オ オ キ ０５５－２７３－６６４４ 芦　澤　秀　雄 食品、環境の衛生管理、ソフト、ハードの全般

（ 株 ） ユ ウ シ ス テ ム ０５５－２２３－３０８５ 山　口　竹　夫
福祉関係ソフトウエア開発、コンピューター機
器販売

株 式 会 社 明 治　 関 東 支 社 ０４２－５４０－７３２２ 志　村　有希子 栄養食品、乳製品製造、販売

長 谷 川 化 学 工 業 株 式 会 社 ０４７－４８４－３７５１ 本　田　光　夫 まな板・ほうちょうなどの製造販売

大 陽 食 品 株 式 会 社 ０５５－２２４－５４１５ 新　津　　　明 業務用総合食材、老人医療用食材卸

エ コ ラ ボ 合 同 会 社 ０３-４２３６-６８０７ 小　林　直　貴 洗浄剤、殺菌剤の製造、販売

伊 那 食 品 工 業 株 式 会 社 ０２６５－７８－１１２１ 平　澤　　　潔
寒天及び介護食用寒天製品・家庭用食料品
（デザート等）製造・販売

（順不同）令和３年 1月 1日現在

社　　　名 電　　話 担　　当 業　　務　　内　　容

ト オ カ ツ フ ー ズ 株 式 会 社 ０４５－５６４－５７４１ 森　田　道　昌
弁当・おにぎり・サンドイッチ・惣菜・麺類な
どの調理済食品及び冷凍弁当・冷凍惣菜などの
製造販売宅配

株 式 会 社 コ ー ゲ ツ ０５５－２６８－５６７４ 山 梨 営 業 所
加　藤　　　良 冷凍食品・食材関連品の卸販売業務

生活協同組合パルシステム山梨 ０５５ー２４３－６３２７ 小　沢　浩　二 食品・家庭用品等の販売

ホシザキ東京株式会社山梨支店 ０５５－２３７－７１２６ 坂　元　誠　治 業務用厨房機器の販売及びアフターサービス

サ ン ワ フ ー ズ 株 式 会 社 ０５５０－８３－１１２２ 荻　野　守　人 病院・老健施設給食、社員食堂・レストラン等

有 限 会 社　 糧 と く ０１１－３８２－２２４８ 細　川　直　樹 米（給食用）の精米・販売

日清オイリオグループ株式会社 ０３－３２０６－５２９８ 平　尾　健　志 食用油、病院・高齢者施設向け食品の販売

( 株 ) ふ久助フードサービス ０５５－２２２－１３５７ 深　澤　幹　明 福祉施設等における給食事業

アボットジャパン合同会社 ０１２０－９６４－９３０ 大　植　康　司 栄養剤の製造販売

株 式 会 社　 日 本 医 療 企 画 ０３－３５５３－２８６１ 小　林　颯太郎 雑誌、書籍の発行・販売、セミナー運営

株式会社ナリコマエンタープライズ ０５６２－７７－９８１１ 白　塚　宏　冶
医療・福祉関連施設向けの食事の研究・開発・
製造・販売

株式会社シニアライフクリエイト ０３- ５４２７-３９８１ 光　本　　　忠 高齢者向けのお弁当配食・安否確認











事務局からのご 案 内事 務 局からのご 案 内
１．会費納入について
　◎令和3年度会費よりク

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
レジットカード支払が可能となりました。

　　�現在、クレジット以外の支払方法を選択している会員でクレジット支払を希望の方は、「日本栄養士会マ
イページ」より変更手続きが可能です。

　　�令
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
和3年度分よりクレジット支払に変更希望の会員は、二

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
重支払を防ぐため、2月末日までに変更手続き

を
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
済ませていただきますよう、よろしくお願いいたします。

　　�「日本栄養士会マイページ」ログイン用のパスワードがご不明な会員は、山梨県栄養士会事務局までご連
絡ください。）

　◎会費納入方法（下記3つの方法にてお支払いが出来ます）
　　①クレジット支払
　　②コンビニ支払（払込み用紙は、３月初旬までに郵送いたします）
　　③ATMまたは自動引落にて支払
　　「③」の方法にてお支払いの会員は下記いずれかの口座にお振込みください。

（�※会費の領収書は通帳記載、コンビニ払込受領証等に
より代えさせて頂いておりますが、必要な場合は、事
務局までご連絡下さい。）

２．会員証を紛失したら？
　紛失の場合は有料（1,000円）にて再発行となります。再
発行申請は「日本栄養士会ホームページ」、「お問い合わせ
欄」内の「会員証の再交付について」をご確認下さい。

　会　費

　　　日本栄養士会費　　　　  6，500 円

　　　山梨県栄養士会費　　　  7，500 円

　　　連盟会費（連盟の口座）　2，000 円

編 集 後 記

　 明けましておめでとうございます。本年もよろし
くお願いいたします！！
　本年は東京オリンピック開催の年！！良い競技をす
るためにも食事は基本です。その食事のプロである私
たちも選手に負けず日々自己研鑽をし、努力を重ね、
輝く年にしていきましょう。

（編集委員一同）

栄養やまなし№ 112　令和３年１月１日
発　行　所　公益社団法人山梨県栄養士会
〒400-0805　甲府市酒折１丁目１－11　日星ビル４階
TEL/FAX　0 5 5 － 2 2 2 － 8 5 9 3
ホームページアドレス　http ： //www．eiyouyamanashi．jp/
メールアドレス　yamaei@sky．plala．or．jp
印　刷　所　㈱オズプリンティング

４．事務局の年末・年始について
　令和２年12月28日（月）～令和３年１月４日（月）ま
でお休みとなります。

◎編集委員
　秋山　知子、大神田志保、金子由梨佳
　六車　睦美、天野江津子、志村　美春
　細井　洋子、梶原　智子、川窪真由美

３．会員登録事項の変更は早めにご連絡を！！
　　・住所が変わった時・・・・・
　　・勤務先が変わった時・・・・
　　・結婚等で姓が変わった時・・
　　・県外に引っ越しの時　→　＜転出届＞
　　・退会の時　　　　　　→　＜退会届＞

☆�これらの変更があった時は、必ず、県栄養士会へ連絡を
いただくか、「日本栄養士会マイページ」にてご自身で
会員データの変更をお願いいたします。

 ◆山梨県栄養士会HPの会員専用ページ用パスワード　：　yamaei2013

　　☆山梨中央銀行の場合	 	 		 ☆ゆうちょ銀行の場合
　　 山梨中央銀行甲府駅前支店	 	 		 　口座　10890-11752671
　　 （普通）287296	 	 		 　（社）山梨県栄養士会
　　 （社）山梨県栄養士会 
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